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内容要旨 

 幼少期の種々のストレスが長期間にわたり様々な生理機能に多彩な影響を与

え、成長後に内分泌代謝疾患、循環器疾患、精神疾患などの発症を増加させる

ことが知られている。しかし、生殖機能に与える影響は未だ明らかではない。

そこで、幼少期のストレスが生殖機能に与える影響を明らかにする一環として、

心理的ストレスについてラットモデルを用いて検討した。 

 心理的ストレスとして母仔隔離（maternal separation；MS）を用いた。出生

直後の SD 系新生仔ラットを、雌雄および MS （日齢 2～11 日の間、毎日 4 時間、

母獣と隔離）の有無で群別した（雄では、母仔対隔離を行わなかった対照群（C

群）：20 匹、MS 群:23 匹、雌では C 群：24 匹、MS 群：24 匹）。 

まず、週 1 回体重測定を行って発育状態を調べるとともに、性成熟の指標で

ある雄の包皮分離（preputial separation;PS)、および雌の腟開口(vaginal 

opening;VO)を日齢 29〜40 の間、連日観察した。また、雌については日齢 62～

72 で腟スメアを連日採取し性周期について検討した。性行動については、週齢

13 週および 15 週に交配用異性ラットと 1 対 1 で同居させ 30 分間にわたり記録
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し、指標として雄では mount、intromission、ejaculation を、雌では darts

の回数、ear wiggles の回数、lordosis quotient （LQ）、lordosis rating

を調べた。さらに、日齢 28 に雄の一部を無作為に選択して血中テストステロン

(T)濃度を測定した。 

得られた結果は以下のとおりである。 

1. 新生仔の体重の推移は、雄は日齢 21～28 で MS 群が C 群よりも有意に軽く、

雌では日齢 14 に MS 群が C 群よりも有意に軽かったが、MS を⾏っている⽇
齢 2〜11 の期間では雌雄および両群とも有意差はなかった。 

2. 性成熟については、雄ラットの PS は MS 群では C 群よりも有意に早かった。

一方、雌ラットの VO は両群間で有意差はなかった。 

3. 性行動については、雄ラットの mount の回数、intromission の回数、

ejaculation の回数、雌ラットの darts の回数、ear wiggles の回数、lordosis 

quotient （LQ）、lordosis rating（LR）のいずれも、両群間に有意差を認

めなかった。 

4. 日齢 28 の雄の血中 T 濃度が上昇した個体数は MS 群が C 群よりも有意に多か

った。 

 

 以上の結果より、生後早期の心理的ストレスがその後の雄の性成熟を早める

可能性を明らかにした。本研究の成果から、生後早期に心理的ストレスを受け

ると男児の性成熟機能に影響が及ぶ可能性が示され、幼少期の虐待等の心理的

ストレスを避けることが、生殖機能の正常な発達に重要であると考えられた。 






